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1.平成20年度複合生態フィールド教育研究センター
技術発表研究会
平成20年度研究発表会･平成21年度研究計画発表
A
rL)
目　時.平成21年4月23日
場　所:川渡共同セミナーセンター
内　容:
平成21年度研究室研究紹介及び構成員紹介
栽培植物環境科学分野
陸圏生態学分野
家畜福祉学(イシイ)寄附講座
資源動物群制御科学分野
生物共生科学分野
複合生態フィールド制御学分野
沿岸生物生産システム学分野
平成20年度技術部業務報告,平成21年度研究計画発
表及び構成員紹介
基盤整備科
環境農林科
環境福祉畜産科
教育研究支援科
沿岸生物生産科
事務部･非常勤
平成20年度技術部研究成果発表
宇野　　亨(栽培植物環境科学分野)
丹内　正樹(環境福祉畜産科)
千葉　純子(環境福祉畜産科)
技術研究発表会要旨
1)コンポストに含まれる植物種子の同定試験
環境福祉畜産科　丹内正樹　渋谷暁一
目的: 2007年3月下旬,神経麻痔による起立不能の症状を
呈する牛が確認されたoそこで,宮城県大崎家畜保健所の
協力を得,原因の調査を行った｡調査の結果(表1),購入
乾草によるエンドファイト中毒を疑う症例の飼料の検査結
果が示されたo　同乾草を含む飼料残漆および教科はすでに
コンポスト化されているが,もしエンドファイトに感染し
た牧草種子が混入している場合,コンポスト化の過程で死
滅していなければ,コンポストの圃場-の施用により川渡
フィールドセンター内にエンドファイト感染植物が拡散す
る恐れがある｡したがって,牛糞堆肥およびそのコンポス
トに含まれる植物種子を同定する発芽試験を実施し,エン
ドファイト感染牧草生存の可能性を実施した｡
表1大崎家畜保健所に依頼した検査結果
試料の種類 倩驅?h,ﾉEｩ7ｇ?"?4x8ｸ586?ｨ988ﾘ8ｨ6x8ﾈ8??
イタリアンストロー ??ン?
アメリカ(オレゴン州)における 鉄????
輸出前検査の基準地 
(注)ロリトレムBについて
日本の黒毛和種では, 800ppb程度でも中毒を起こした例があるo
材料と方法:
｢1｣牛糞堆肥およびコンポストからの発芽する植物の同
定
①　牛糞堆肥･コンポストと土壌(育苗培土･いなほ化
工)を1.1の割合で混和｡
②　プラグポットを用い, 12箇所より採取した試料を3
反復で実施し, 25℃, 15日間インキュウベ-トを
行い発芽した植物種およびその個体数を調査
｢2｣牛糞堆肥およびコンポストに含有する種子と人工環
境下での発芽
①　牛糞堆肥またはコンポストをナイロン袋に入れ水道
水で洗浄
②　洗浄された残漆から種子を採取
③　購入乾草由来と思われる種子を25℃, 15日間イン
キュウベ-トで発芽試験を実施
試料の処理概要
ェンドファイトが疑われる乾草および飼料残漆を,平成
19年6月26日～29日にコンポスト施設に搬入し,戻しコ
ンポスト2 (76m3),乾草および残漆を1 (36m3)の割合で
混合し発酵処理を開始した｡発酵所要期間は43日間,切
り替えしを4回行った｡発酵期間中の発酵温度を図1に示
したo米国のEPA (US Environmental Protection Agency)の
基準(材料温度を55℃以上で3日間曝す事が有害微生物
の死滅の条件としている｡)を満たし,細菌,害虫(那)
の死滅,また,牧草などの種子の不活性化に寄与し,輸入
乾草中に混入した外来雑草等による,植物生態系の撹乱防
止に効果がある｡また,国内の基準値である発酵温度に関
しても60℃以上で雑草の発芽の抑制,また,細菌･害虫
の死滅カミ確認されているo
①　処理機関中の発酵温度
切替し開始2日後より発酵温度が50℃を超え,切替し
10日後には期間最高の665℃を記録しその後の温度も
60℃を超える発酵温度を約1ケ月間持続した｡
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図1発酵温度の推移
②　コンポストから発芽する植物の同定
コンポスト処理終了後,堆積したコンポストより12箇
所サンプリングを行い,プラグポット(300cc)に市販の
育苗培土(いなほ化工)と1 : 1の割合で混和したものを3
反復し25℃｡ 15日間インキュウベ-トを行い発芽した植
物種およびその数を調査した｡ (写真1 ･2)
③　コンポストに含有する種子の採取と人工環境下での発
芽
コンポスト500gをナイロン袋に入れ水道水で洗浄後,
洗浄された残薩をシャーレに移し3反復を25℃, 15日イ
ンキュウベ-ト発芽状態を観察した｡
写真3は無処理の状態で発芽した牧草｡
結果と考察
プラグポットを用いた発芽試験では,発芽したポットは
見られなかった｡また,洗浄した残姪を,実体顕微鏡およ
び肉眼で確認したところ,オオセンナリ･オナモミ･オオ
アワダチソウ･オオアレチノギク･オーチャドグラスなど
の種子が見られたが,褐色に変色しているのが確認され発
芽能力がないと推測された｡
これらのことから,コンポスト処理においてエンドファ
イト感染植物の適正な処理が行われたものと思われる｡
